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Larval and Juvenile Ichthyofauna in Surface Waters of the Inner Tokyo Bay: A Probability of 
Spawning by Konosirus punctatus and Engraulis japonicus 

Keita MARUYAMA*2, 3, Tatsuya MORI*4, 5, Shumpei NAKAJIMA*4, 6, Toshiya KATANO and Hiroshi KOHNO*2, 

7 

Abstract: In order to clarify the larval and juvenile ichthyofauna in surface waters of the inner Tokyo Bay, we 
collected fishes using a larval net (mouth diameter 1.3 m and mesh size 0.5 mm) at two stations between 2018 and 
2019. A total of 8,461 larval and juvenile fishes were collected, representing more than 21 species in 15 families. 
The dominant species were Engraulis japonicus (40.7% of the total individuals), Konosirus punctatus (33.9%) and 
Sardinella zunasi (10.8%). The dominance of these three species has been observed in Tokyo Bay since the 1990s, 
and no major changes in the larval and juvenile ichthyofauna was observed. E. japonicus and K. punctatus were 
abundantly represented by egg as well as larval fish shortly after hatching. These results and records of adult fish 
occurrence patterns in the coastal areas of the inner Tokyo Bay suggest that E. japonicus and K. punctatus may 
spawn in the inner Tokyo Bay, although they were thought to spawn mainly in the outer Tokyo Bay. 
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緒言 

 
東京湾は、本州の太平洋側の最も突き出た場所にある大

きな内湾であり、千葉県の房総半島と神奈川県の三浦半島

に東西を囲まれ、最奥部で東京都に接する縦長の形状をも

つ 1)（Fig. 1）。厳密には、房総半島の洲崎と三浦半島の剱

崎を結んだ線より北の海域として定義される。便宜的に内

湾（千葉県の富津岬と神奈川県の観音崎を結んだ線より北

の海域）と、外湾（その線より南の海域）に細分される。

東京湾の内湾および外湾は、水産有用種、希少種を含む

様々な魚種に生息・成育場を提供している 2～5)。 
岩礁や砂浜海岸からなる外湾の沿岸域は現在もその姿

を保っている 2)一方、浅海砂泥底からなる内湾の沿岸域は

戦後からその姿を大きく変えてきた。明治時代後期までの

内湾の沿岸域には連続的な干潟や浅場が存在しており、有

用な漁場であった 6)。しかし高度経済成長期のはじまる

1950 年代にはいると、内湾への汚染負荷が増え始め、水質

問題が深刻化した。さらに、その後 1960 年代より多くの

干潟や浅場が埋め立てられることにより、魚貝類の減少が

見られるようになった 7)。とくに、埋め立てによる干潟と
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浅場の減少は著しく、戦前の干潟の総面積は 136 km2 とさ

れていたが、1973 年には 10 km2 と 9 割以上が消失した 8)。

このような状況の中で、1970 年代以降、積極的に干潟や浅

場を造成しようとする動きが見られるようになり 9)、最近

では東京都大田区の「大森ふるさとの浜辺公園」や東京都

港区の「竹芝干潟」など、様々な人工干潟が造成されてき

ている。そういった沿岸域では、1990 年代から現在までに

様々な仔稚魚調査が行われており、人工の干潟を含めて各

干潟の生息・成育場としての役割が再認識されつつある 10

～12)。また、水質環境などの変化によって、1990 年代と現

在では、優占種の交代や多様度の変化など、その役割に少

しずつ変化が認められている 12, 13)。 
沿岸域での調査が比較的充実している一方、内湾の表層

域が仔稚魚にどのような生息・成育場を提供しているのか

を調査した例は少ない。1993 年～2003 年には稚魚ネット

を用いた調査が行われているが 3, 14, 15)、現在の仔稚魚相は

明らかにされていない。また、近年は水質環境の変化にと

もない、内湾におけるコノシロ Konosirus punctatus 16)やカ

タクチイワシ Engraulis japonicus 17)の産卵が示唆されてい

るものの、実際に卵やふ化直後の仔魚を採集した例は無い。

そこで本研究では、内湾に 2 観測点を設定し、コノシロや

カタクチイワシの産卵期を網羅するような期間に稚魚ネ

ットを用いた仔稚魚相調査を行い、過去から現在にかけて

の仔稚魚相の変遷に加え、コノシロとカタクチイワシの産

卵の可能性について明らかにした。 

材料と方法 

1．調査地点 

仔稚魚の採集は、東京湾内湾に位置する St. A と St. B の

2 地点で行った（Fig. 1）。St. A は荒川河口の沖に位置し、

水深は 9.3～11.3 m、緯度経度は北緯 35 度 35～36 分、東経

135 度 50～55 分である。St. B は多摩川河口の沖に位置し、

水深は 26.0～27.4 m、緯度経度は北緯 35 度 35～36 分, 東
経 135 度 50-55 分である。それぞれの地点の近くの海岸線

は、各河川の干潟の他に、大部分は埋め立てにより造成さ

れたの直立護岸となっている。上記の 2 地点は、1990 年

代、2000 年代の調査でも調査地点として選定されている 3, 

14, 15)。 

2．現地調査 

採集期間は 2018 年 6 月、8 月、10 月、12 月と、2019 年

4～6 月、8 月、9 月とし、毎月一度、日中に一曳網の採集

を行った（ただし、両年 8 月の St. A は未調査で，2019 年

は 7 月に調査を行えなかったため、6 月に上旬と下旬に 2
回行った）。仔稚魚の採集には、口径 1.3 m、側長 4.5 m、

目合い 500 μm の稚魚ネットを用いた。上記のネットを東

京海洋大学の実習艇ひよどり（全長 16.55 m、総トン数 19 
t）で 10 分間表層曳きすることで、仔稚魚を採集した。採

集時は、稚魚ネットを右舷側に設置し、ネットの上端が水

面からやや出るように船速約 2.0 ノットで曳網した。採集

した仔稚魚は現地でただちに 10%海水ホルマリンで固定

し、研究室に持ち帰った。また、採集と同時に多項目水質

計（AAQ177、JFE アドバンテック株式会社）を用いて、表

層から海底までの水温、塩分および溶存酸素濃度（以降、

DO）を 1.0 m 間隔で測定した。 

3．仔稚魚および卵の同定 

持ち帰ったサンプルは、研究室で仔稚魚と卵のみを抜き

出した。仔稚魚は中坊（編）18)および沖山（編）19)に従い

種の同定を行い、個体数の計数、体長の測定を行った。卵

については 2018 年のサンプルのみを対象とし、池田ほか

20)に従って、カタクチイワシとニシン科 spp.の卵を同定し、

計数を行った。なお、カタクチイワシの卵は分離性浮遊卵

で、その形状は長径 1.2～1.5 mm、短径 0.6～0.8 mm と楕円

球形であり同定が比較的容易である。対して、コノシロの

卵は分離性浮遊卵の球体で油球は 1つと特徴は持つものの、

同科のマイワシやサッパの卵との区別が困難なため、本研

究ではニシン科 spp.までの同定とした。 

4．群集解析 

St. A と St. B の両地点を合わせて月ごとの魚類群集の類

似性を明らかにするために、クラスター分析を行った。

月間の類似度指数は Bray-Curtis 指数を、クラスター連結

には群平均法を用いた。なお、類似度を求める際の各月

における各種の個体数は、採集された個体数の少ない種

の貢献度を高めることを目的とし、対数変換を行った。 

Fig. 1 Map showing the sampling sites in the inner Tokyo 
Bay. 
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結果 

1．環境項目 

St. A の表層の水温は、2018 年の 8 月に 29.8℃と最も高

く、2019 年の 4 月に 14.4℃と最も低かった（Fig. 2）。St. B
の表層の水温も、2018 年の 8 月に 28.9℃と最も高く、2019
年 4 月に 13.5℃と最も低かった。両地点ともに、夏季に上

昇し、冬季に低下する一般的な季節変化を示した。鉛直方

向の水温は、4 月はほぼ変化がなく、5～9 月は深くなるに

つれ低下し、12 月は深くなるにつれ上昇する傾向を示した。 
St. A の表層の塩分は、2018 年 12 月に 31.4 と最も高く、

2019 年 6 月に 20.4 と最も低かった（Fig. 2）。St. B の表層

の塩分も、2018 年 12 月に 31.9 と最も高く、2018 年 8 月に

25.6 と最も低かった。両地点ともに表層の塩分は、冬季を

中心に 12～5 月に比較的高く、夏季を中心とした 6～9 月

に低い傾向があった。鉛直方向の塩分は、両地点で深くな

るにつれ上昇し、底層付近の塩分は、St. A で 30.9～32.6、
St. B で 33.0～34.0 であった。 

St. A の表層の DO は、2018 年 6 月に 15.0mg/L と最も高

く、2019 年 6 月 1 回目に 5.6mg/L と最も低かった（Fig. 2）。
St. B の表層の DO は、2018 年 8 月に 12.4mg/L と最も高く、

2019 年 8 月に 4.1mg/L と最も低かった。鉛直方向の塩分

は、両地点で深くなるにつれ低下した。底層の DO は、St. 
A では 2018 年 8 月や 2019 年 5～9 月に、St. B では 2018 年

8 月や、2019 年 6～9 月に 3.0mg/L 以下になった。 

2．採集された仔稚魚 

採集された仔稚魚は、15 科 18 属 21 種以上 8,461 個体で

あった（Table 1: ただし、ハゼ科不明複数種 Gobiidae spp. 
は種数に含めない）。地点別にみると、St. A は 10 科 13 属

13 種以上 6,275 個体、St. B は 14 科 17 属 20 種以上 2,186
個体であった。採集された仔稚魚の中で優占した上位 5 種

は、カタクチイワシ Engraulis japonicus (総個体数の 40.7%)、
コノシロ Konosirus punctatus （33.9%）、サッパ Sardinella 
zunasi （10.8%）、イソギンポ Parablennius yatabei （9.5%）、

イダテンギンポ Omobranchus punctatus （1.4%）であった。

地点別の優占した上位 5 種は、St. A では、カタクチイワシ

（St. A で採集された総個体数の 49.6%）、コノシロ（34.2%）、

サッパ（9.1%）、イソギンポ（3.9%）、トウゴロウイワシ Hy-
poatherina valenciennei （1.8%）で、 St. B では、コノシロ

（St. B で採集された総個体数の 33.1%）、イソギンポ

（25.6%）、サッパ（15.7%）、カタクチイワシ（15.2%）、イ

ダテンギンポ（4.6%）であった。 

3．採集された仔稚魚と個体数の経月変化 

種数はおおむね、6～9 月といった夏季を中心に増加し、

4 月や 12 月は減少した（Fig. 3）。St. A では、2019 年 9 月

の 8 種が最多で、2018 年 12 月の 1 種が最少であった。St. 
B では、2019 年 8 月の 10 種が最多で、2018 年 10 月、12
月、2019 年 4 月、5 月の 3 種が最少であった。 
  

Fig. 2 Monthly changes of water temperature (left), salinity (center) and dissolved oxygen (right) in St. A (upper) and St. B (lower) 
in the inner Tokyo Bay. 
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Table 1 Larval and juvenile fishes collected in surface waters of the inner Tokyo Bay from June 2018 to September 2019 



 東京湾内湾の表層域における仔稚魚相 －コノシロとカタクチイワシの産卵の可能性－ 31 

個体数も 6～8 月といった夏季に増加し、4 月や 12 月に

減少する種数と同様の傾向を示した（Fig. 3）。St. A では、

2018 年 6 月に 5849 個体と最多の個体数が採集され、2018
年 12 月は 2 個体と最少であった。St. B では、2018 年 6 月

の 590 個体が最多で、2019 年 9 月の 33 個体が最少であっ

た。 

4．月間の種組成の比較 

地点ごとの月間の種組成の類似度に基づくクラスター

解析の結果を Fig. 4 に示す。本研究では類似度 15 で、2
つのグループに分かれた。1 つ目のグループは、両地点の

4～10 月から構成される春～秋のグループであった。もう

一方のグループは、両地点の 2018 年 12 月によって構成

される冬のグループであった。 

5．コノシロとカタクチイワシの出現様式 

1) コノシロ 
コノシロは 4～6 月の期間に採集され、その個体数は 4

月から 6 月にかけて増加していった（Fig. 5）。特に 6 月は

一曳網あたり 672 個体と多く採集された。6 月に採集され

たコノシロの体長のモードは 3.0-3.9 mm であり、それより

小さい個体はあまり採集されず、4.0-4.9 mm の個体は比較

的多く採集された（Fig. 6）。 

2) カタクチイワシ 
カタクチイワシは 6 月、8～10 月に採集された（Fig. 5）。

6 月の個体数は一曳網あたり 826 個体と多かったが、8～10
月の個体数は 3～20 個体と少なかった。6 月に採集された

カタクチイワシの体長のモードは 3.0-3.9 mm であり、その

前後の 2.0-2.9 mm と 4.0-4.9 mm の個体も比較的多く採集

された（Fig. 6）。 

6．ニシン科 spp.とカタクチイワシの卵 

1) ニシン科 spp.の卵 
ニシン科 spp.の卵は、6、8、10 月に採集された（Fig. 7）。

その卵の数は、6 月は一曳網あたり 15,168 個と最も多く、

その後の 8 月は 3872 個、10 月は 160 個と徐々に減少した。 

2) カタクチイワシの卵 
カタクチイワシの卵は、6 月と 10 月に採集された（Fig. 

7）。その卵の数は、6 月は一曳網あたり 6,664 個と多かっ

たが、10 月は 1,536 個となった。 

考察 

1．優占する仔稚魚とその変遷 

本研究ではカタクチイワシが最も多く出現し、採集され

た総個体数の 40.7%を占めた。次いで、ニシン科のコノシ

ロ（総個体数のうち 33.9%）やサッパ（10.8%）、あるいは

岩礁域に生息するイソギンポ（9.5%）やイダテンギンポ

（1.4%）が採集された。沿岸域より比較的近距離な表層域

におけるカタクチイワシ科やニシン科の優占は、岩手県の

大槌湾 21)、東京湾 3, 14, 15)、相模湾 22)、大阪湾 23)、瀬戸内海

24, 25)、山口県の油谷湾 26)など本州の多くの内湾で認められ

るほか、世界の温帯域の内湾や河口域で共通した特徴であ

る 27～30)。1990 年代前半における東京湾奥部で採集された

仔稚魚は、カタクチイワシが総個体数のうちの 42.1%、マ

イワシ、サッパおよびコノシロを含むニシン科が 49.9%で

優占していた 14)。その後、東京湾内全域にはなるが、1990
年代後半はカタクチイワシが総個体数のうち 34.9%、マイ

ワシ、サッパおよびコノシロを含むニシン科が 23.3%で優

占し 3)、2000 年代前半も、カタクチイワシが総個体数のう

ち 45.9%、サッパおよびコノシロを含むニシン科が 33.1%
で優占している 15)。以上の結果より、東京湾内におけるカ

タクチイワシやニシン科の優占は 30 年ほど前から現在ま

で大きく変化していないと判断することができる。ただし、

東京湾内における上記の 3 種は、本研究のような湾奥部よ

りも、内湾と外湾の境や外湾で、より個体数が多いことが

明らかになっている 3, 15)。 
また、仔稚魚群集の経月変化を見ると、個体数や種数は

6～9 月といった夏季を中心に増加した。この傾向は 1990
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年代の東京湾内湾のほか 14)、国内の様々な海域で確認する

ことができる 24～26)。本研究で得られた仔稚魚の季節変化

については、月間の種組成に基づくクラスター分析から、

採集される仔稚魚は春～秋と冬の 2つのグループに分けら

れることが明らかとなった。春～秋のグループは、主にサ

ッパ、コノシロ、カタクチイワシ、イソギンポが優占して

出現するグループであり、冬のグループはカサゴ Sebas-
tiscus marmoratus やスズキ属 Lateolabrax spp. が優占して

出現した。サッパ、コノシロおよびカタクチイワシが優占

する傾向も、1990 年代から確認されている 14)。冬季におけ

るカサゴやスズキ属の出現についても、国内の様々な湾で

認められる一般的な傾向である 21～24, 26)。一方、本研究のよ

うな春～秋の間の内湾におけるイソギンポの優占は、報告

例が少ない。 
本研究では、カタクチイワシ、サッパおよびコノシロに

次いで、イソギンポやイダテンギンポなどの岩礁性魚類の

浮遊仔魚が多く採集された。本研究と同様の東京湾奥部に

おける調査では、1990 年代前半においてはこの 2 種の個体

数は全体の 1%程度かそれ以下と少ない 14)。2000 年代前半

になると、イダテンギンポの個体数は引き続き少ないもの

の、イソギンポの個体数は夏季において総個体数のうち

35.5%と比較的多く採集されている 15)。イソギンポはタイ

ドプールなどの岩礁域に多く、東京湾では内湾より外湾に

多く生息するとされている 31)。上記のように東京湾の内湾

に多く出現する岩礁域やタイドプールを好む種として、ハ

ゼ科のドロメ Chaenogobius gulosus があげられる。ドロメ

は 1990 年代まで東京湾内湾の湾奥部ではあまり確認され

ておらず 32)、主に外湾か、もしくは外湾に近い岩礁性海岸

の波打ち際やタイドプールなどでよく見られる種とされ

ていた 33)。しかし、2000 年代以降に出現が認められて以

来、近年では内湾の湾奥部の人工的に造成された岩場にお

いて多く出現し、内湾での再生産の可能性も示唆されてい

る 34)。また、東京湾の最奥に位置する人工潟湖の新浜湖で

は、最近の 20 年間で優占種が干潟を好むエドハゼ Gym-
nogobius heptacanthus やビリンゴ  Gymnogobius breunigii 
から、カキ礁や岩場を好むチチブ属 spp. Tridentiger spp. や
アベハゼ Mugilogobius abei に置き換わったとされる 12)。

こういった岩礁性魚類の増加傾向は、近年のカキ礁の増加

12)や、人工的な岩場の造成 34)に関係している可能性が高い。

したがって、イソギンポが東京湾の湾奥部で増加傾向であ

る可能性についても考えられるが、東京湾内湾におけるイ

ソギンポの出現様式については、成魚の出現記録がまばら

に確認されるのみであるため、今後も情報を蓄積すること

が必要である。 

Fig. 4 Dendrogram of sampling months based on the similarity index (Bray-Curtis index) for larval and juvenile fishes and species 
composition in surface waters of the inner Tokyo Bay from June 2018 to September 2019. Species codes are given in Table 1. 
Species occurring more than 5 % in number at each sampling are shown and mesh means the others. 
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2．コノシロとカタクチイワシの産卵の可能性 

本研究におけるコノシロは 6 月に多く採集され、その体

長は 3.0-4.9 mm であった。また、6 月には多くのニシン科 
spp.の卵も採集された。孵化後のコノシロは 3.5 mm 前後で

あり 19)、体長 7-0-8.0 mm までは遊泳能力が乏しいため 16)、

孵化後から遊泳能力を獲得する前の仔魚が多く採集され

たことになる。また国内におけるコノシロの産卵期は春か

ら夏で、その盛期は 5 月前後とされる 19)。コノシロは閉鎖

的な内湾での産卵も確認されているが 35)、東京湾では外湾

部で浮遊期仔魚が多く採集されることから 3)、産卵場は湾

口のあたりもしくは横浜沖であると考えられてきた 36)。

1980 年代には、東京湾でも最奥部に位置する新浜湖で成

魚が集まり産卵が行われていた記録があるが、2011 年ごろ

までそういった大規模な産卵は認められていなかった 31, 

36)。近年はその新浜湖で、成魚のコノシロが採集されてい

るほか 13)、多摩川河口近くでも成魚が採集されている 37)。

以上の結果より、現在は東京湾の内湾でも多くのコノシロ

が産卵を行っていることが示唆され、その産卵期は 6 月が

盛期である可能性が高いと考えられた。 
本研究におけるカタクチイワシは、6 月や 8～10 月の期

間に採集された。6 月に採集されたカタクチイワシは、体

長 2.0～4.9 mm の個体が多く、同時期には多くの卵も採集

された。カタクチイワシの産卵期は、北日本では夏季、南

日本で周年とされるが 19)、本州太平洋側の沿岸域では春と

秋に盛期があるとされるなど 31)、盛期は海域によって大き

く異なるとされる 19)。卵は水温 20℃前後では 30 時間程度

で孵化し 31)、孵化直後の仔魚は体長 2.5 mm 前後で脊索末

端の屈曲期は体長 7.0～10.0 mm 程度とされることから 19)、

本研究では孵化直後から遊泳能力を獲得する前の仔魚が

多く採集された。東京湾におけるカタクチイワシは、浮遊

期仔魚が外湾から湾口で多く採集され 3, 15)、仔稚魚が内湾

で採集されることから 14)、産卵は外湾で行われていると推

測され 38)、成長に伴って内湾部へ生息場を広げていると考

えられてきた 3)。成魚の分布に関しては未解明な部分が多

いが、2010 年代後半以降は、東京湾最奥に位置する新浜湖

13)や多摩川河口周辺の運河域 17)でも成熟期を迎えた成魚

が採集されている。以上の結果より、近年の東京湾内湾で

はカタクチイワシが産卵を行っている可能性が十分に考

えられ、その盛期は 6 月であることが示唆された。 
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東京湾内湾の沿岸域では，30 年間近く続けられてきた調査より，仔稚魚相やその変遷が明らかにされて

きた．一方，内湾の表層域の仔稚魚相は未解明な部分が多い．そこで本研究では，東京湾内湾の表層域の

仔稚魚相を把握するとともに，その変遷を明らかにした．さらにコノシロとカタクチイワシについては，

東京湾内湾における産卵について検討した．仔稚魚の採集は，2018 年 6 月から 12 月の偶数月と 2019 年 4
月から 9 月に，稚魚ネット（口径 1.3 m，測長 4.5 m，目合い 0.5 mm）を用い，東京湾内湾の羽田沖と荒川

河口の 2 地点の表層で行った．採集された仔稚魚は，15 科 18 属 21 種以上 8,461 個体で，優占種はカタク

チイワシ（総個体数のうち 40.7%），コノシロ（33.9%），サッパ（10.8%）であった．これら 3 種の優占は，

東京湾内で 1990 年代より確認されており，魚類相の大きな変化は確認されなかった．優占種 2 種の体長の

モードは，カタクチイワシは 3.0-3.9 mm，コノシロも 3.0–3.9 mm であり，孵化後間もない仔魚のほか、卵

も多く採集された．以上の結果と内湾沿岸域における成魚の出現記録から、カタクチイワシやコノシロは，

主に東京湾の外湾で産卵していると考えられていたが，内湾でも産卵している可能性が示唆された． 

キーワード: 東京湾、仔稚魚相，コノシロ、カタクチイワシ、産卵 


